別添資料－２
事　業　提　案　書

＊「応募提案書」はＡ４サイズ用紙６ページ以内および予算額表1ページで、記述して下さい。参考資料などの添付はしないで下さい。

１．タイトル　『　　　　＊応募提案書と同じタイトル名を記載します　　　　　　』

２．応募地区　　＊東京又は大阪
３．応募テーマ　＊該当する公募要領２(3)ｃの「設定テーマ番号」と「設定テーマ名」を記載してください。

４．要望総事業費　＊提案事業の総事業費および、内訳として財団負担金額と申請者負担金額を記載してください。

合計　　　　　　　円

　内訳　　財団負担金　　　　　　円　　　申請者負担金　　　　　円

５．実施する学校　＊２校以上の場合はそれぞれ記載してください。
学校名

所在地
担当者の所属

担当者氏名

連絡先（電話番号・ＦＡＸ番号・Ｅ-mail）　
６．申請者連絡窓口
企業・団体名

所在地

連絡担当者の所属

連絡担当者氏名

連絡先（電話番号・ＦＡＸ番号・Ｅ-mail）

７．授業概要

	時間数
	○時限（50分×2）　全部で何時限の授業かを記載してください。

	授業のねらい
	どのような授業を行うのか具体的に記述してください。どのようなことを解説し、実験等をすることでどのような成果が期待できるのか。また、生徒に伝えたいかなどを記載してください。



	授業内容
	【１時限目】
時限毎の授業の概要をできるだけ具体的に記載します。講義だけにならないよう実機を使うものが望ましい。
授業の流れ
時限毎の授業の流れを具体的に箇条書きで記載してください。

【２時限目】

　授業の流れ


	授業の

評価
	授業のねらいに対して、どのような方法で測定、評価するかを記載してください




８．使用教材　＊
	教材名
	内　容
	仕様
	提出・公開の可否

	使用する教材名称

教材毎に記載してください
	どのような教材か、その内容とどのような場面で使うかについて詳しく記載してください。


	
	提出・公開できる教材かの可否を記載

	
	
	
	

	
	
	
	


９．教材開発に必要な環境　
	機器・装置名
	数量
	内　容

	教材開発に使う機器・装置名を記載してください。
	必要数。
	機器・装置の仕様等、最低限必要な内容を記載してください。



	
	
	


10．授業に必要な環境　（実施する学校に持込む必要のある装置・環境で、学校の設備を利用できない場合のみ記載してください）
	機器・装置名
	数量
	内　容

	機器・装置名を記載してください


	必要数。生徒全員が使用する場合は「生徒数分」と記載
	機器・装置の仕様等、最低限必要な内容を記載してください。



	
	
	


11．実施体制　（授業実施についての実施体制を記載します）
（１）授業実施企業・団体

授業を実施する企業・団体の概要（会社案内等）および、本提案と実施企業の関連性（有するノウハウ等）について記述します。

（２）授業実施担当者（産業界の講師）

授業を担当する産業界の講師の氏名、所属企業・団体、経歴および経験年数等を記述します。（講師が複数の場合は、複数人数について記述して下さい。）

（３）実施体制図

申請者（契約予定先）、授業を実施する企業・団体、教材作成機関、監修者、アドバイザーなどの関係企業・団体等を明記した上で、本事業の実施体制を、図によりわかりやすく記述して下さい。

12．実施スケジュール
　　授業実施までのスケジュールを、学校との打合せ、授業準備等も含めて記述してください。
　　日程が確定していない場合は月単位で記載ください。
13．関連プロジェクトへの応募状況
　　本テーマに類似した内容で、国、独立行政法人、公的団体等の助成制度に応募した経験がある、又は応募しているか否かについて記述します。なお、助成制度等の名称、本提案との関係についても記述します。

また、本提案を提出後、他の助成制度に選定された場合には、速やかにＣＥＣに報告して下さい。

14．予算額表
以下の項目につき、別添資料－３「予算額表）」を参考に記述します。

授業実施にかかる人件費（外注費含む）、教材開発費、機器等賃借料、旅費、監修費、会議費、その他の諸経費等、消費税について、予想所要経費を円単位として記述します。なお、管理費については人件費の１０％以内とし、電子計算機等の導入は賃借のみとします。
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